
総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

態度・志向性(人間力)
【自己管理力】

○

汎用的技能
【情報収集・活用・発信力】

○

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎

総合評価割合 90 10

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
④

【良好】に加え、トランジ
スタやLED等の電子デバ
イスを用いた回路をブ
レッドボード上で組み上
げることができる。

【最低限】に加え、抵抗
の電圧と電流を測定し、
オームの法則を基に結
果を考察することができ
る。

ブレッドボード上で複数
の抵抗を配線し、合成抵
抗を測定するとともに、
計算で求めることができ
る。

ブレッドボード上で複数
の抵抗を配線できない、
合成抵抗を測定できな
い、計算できない、の１つ
以上がある。

学習・教育到達目標 （Ａ）（Ｄ） JABEE基準１（２）

到達目標
②

【良好】に加え、電気技
術者像をイメージでき、
その時点での卒業後の
目標を立てることができ
る。

【最低限】に加え、生活と
結びつく電気技術と学科
の専門科目の体系を関
連付けることができる。

生活と結びつく電気技術
の基礎的な概要につい
て説明できる。

生活と結びつく電気技術
の基礎的な概要につい
て説明できない。

到達目標
③

【良好】に加え、他のチー
ムの考えや発表方法の
良い点を発見し、説明で
きる。

【最低限】に加え、整理し
た情報、まとめた意見を
発表資料にまとめ、他の
チームに分かり易く説明
できる。

電気工学に関する課題
に対して、チームで情報
を収集・整理し、意見を
まとめることができる。

電気工学に関する課題
に対して、チームで情報
を収集・整理し、意見を
まとめることができない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

【良好】に加え、ワード、
エクセルを用いたレポー
トの作成ができる。

【最低限】に加え、イン
ターネットによる情報収
集、メールの使用ができ
る。

情報処理演習室でのマ
ナー、モラルを理解し、コ
ンピューターの基本操作
ができる。

情報処理演習室でのマ
ナー、モラルを理解でき
なず、コンピューターの
基本操作ができない。

通年 60 時間

担　当　教　員 【常勤】　電気工学科各教員

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

電気工学科全般にわたる紹介を行い、電気工学に対する興味を喚起するとともに、専門科目を学習す
るのに必要な基礎知識を解説して、将来的な専門教育への導入を行う。
①コンピューターを活用した作業を行うことができる。
②生活と結びつく電気技術の基礎的な概要について理解し、電気技術者像をイメージできる。
③電気工学に関する課題に対して、チームで情報を収集・整理し、アイデアや解決策を提案できる。
④ブレッドボードを用いた入門的な電気・電子回路実験を行うことができる。

第1学年 電気工学科 履修 2 単位 必修 講義・実習

科目名 電気工学序論（Introduction to Electrical Engineering）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



補助教材等 必要に応じてプリントを配布する

学　習　上　の　留　意　点

・この科目は、電気工学科で学ぶ電気工学の各分野の概要について学ぶため、毎回授業を担当する教員が変わります。そ
のため、レポート提出は、その都度、担当教員の指示に従って、提出期日までに指定通りに提出して下さい。
・レポートの提出ができなかった場合は、その評価は0点となりますから注意して下さい。もし、病気等の正当な理由で欠席し
た場合は、欠席した授業の担当教員と相談して下さい。
・近郊の企業を対象として工場見学を実施しますが、実施時期は企業との調整によりますから、シラバスに示した時期と異な
る場合があります。なお、見学では見学にふさわしい身だしなみで参加して下さい。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

　電気工学は分野が広い学問です。自分に合った、好きになれそうな分野が必ずあるはずです。自分の将来を考えながら、
授業に臨んで下さい。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書 なし



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

電気回路実習３ 抵抗の電圧と電流を測定し、オームの法則を基
に結果を考察することができる。

第１４回に関するレ
ポートを作成する。

レポートの書き方 ワードとエクセルを用いて、オームの法則に関
する実験レポートを作成することができる。

実験レポートを完成さ
せる。

情報リテラシー２
　電気工学に必要な
　ワープロソフトの利用

ワードを用いて、簡単な文章を作成することが
できる。

第１２回に関するレ
ポートを作成する。

情報リテラシー３
　電気工学に必要な
　表計算ソフトの利用

エクセルを用いて、簡単な表とグラフを作成す
ることができる。

第１３回に関するレ
ポートを作成する。

電気回路実習１ テスタとブレッドボードを使用して抵抗の測定
を行うことができる。

抵抗のカラーコードに
ついて調べる（予
習）。
第１０回に関するレ
ポートを作成する。電気回路実習２ 複数の抵抗を接続した場合の合成抵抗を測定

し、計算値と比較することができる。
第１１回に関するレ
ポートを作成する。

電気配線１ 家屋における電気配線の種類、部品、施工方
法、図面の読み方を説明することができる。 電気工事士の資格につ

いて調べる（予習）。

電気配線２ 専用工具を使った簡単な電気配線を行うことが
できる。

第８、９回の内容を復
習する。

工場見学１
（第７回と同時開講）

近郊の工場における電気技術者の仕事を説明で
きる。

見学する会社につい
て、インターネットで
調べる（予習）。

工場見学２
（第６回と同時開講）

近郊の工場における電気技術者の仕事を説明で
きる。

見学した会社について
の報告書を作成する。

電卓の活用１ 関数計算（べき乗、対数、三角関数）を行うこ
とができる。

関数電卓のマニュアル
を読む（予習）。
第４回の内容を復習す
る。

電卓の活用２ 計算技術検定試験3級の問題を解くことができ
る。

第５回の内容を復習す
る。

オリエンテーション２
　電気工学科のキャリアデザイン

科目体系や卒業生の進路状況を基に、電気技術
者像をイメージし、卒業後の進路についての目
標を立てることができる。

第２回の内容を復習す
る。

情報リテラシー１
　IT技術の利用法

情報処理演習室の利用方法、Ｅメールの使い
方、インターネットによる情報収集方法、情報
セキュリティを説明できる。

第３回の内容を復習す
る。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

オリエンテーション１
　電気工学科で学ぶこと

電気工学科における専門科目の基本体系と学習
教育到達目標を説明できる。

第１回の内容を復習す
る。



回

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

電気工学科の研究活動と科目４
まとめ
授業改善アンケートの実施

各研究室を見学して、研究内容と専門科目の関
連を説明することができる。

第２７回の内容を復習
すして、総まとめを行
う。

総　授　業　時　間　数 60 時間

電気工学科の研究活動と科目２ 各研究室を見学して、研究内容と専門科目の関
連を説明することができる。

第２７回の内容を復習
する。

電気工学科の研究活動と科目３ 各研究室を見学して、研究内容と専門科目の関
連を説明することができる。

第２７回の内容を復習
する。

ＰＢＬ３
　学生の自発的な学習

他のチームの考えや発表方法の良い点を発見
し、説明できる。

第２４～２６回の内容
をまとめる。

電気工学科の研究活動と科目１と電
気１

各研究室を見学して、研究内容と専門科目の関
連を説明することができる。

第２７回の内容を復習
する。

ＰＢＬ１
（Project-Based Learning）
　学生の自発的な学習

「（仮）地球にやさしく新奇な電化製品の提
案」を題材にチームで情報収集し、意見をまと
めることができる。

収集した情報を整理す
る。

ＰＢＬ２
　学生の自発的な学習

チームでまとめた意見を発表資料にまとめ、他
のチームに分かり易く説明できる。

発表資料を仕上げる。
発表の練習をする。

電気回路実習４ 光センサ、ＬＥＤ、トランジスタを使用した回
路を正しく配線して組み上げることができる。

第２２回に関するレ
ポートを作成する。

電気回路実習５ 光センサ、ＬＥＤ、トランジスタを使用した回
路を正しく配線して組み上げることができる。

第２３回に関するレ
ポートを作成する。

生活と電気５
（ディジタル）

ディジタル家電に必要な進数、論理回路につい
ての概要を説明できる。

第２０回に関するレ
ポートを作成する。

生活と電気６
（電子工学）

半導体を使ったデバイスについての概要を説明
できる。

第２１回に関するレ
ポートを作成する。

生活と電気３
（高電圧）

プラズマなどの高電圧技術についての概要を説
明できる。

第１８回に関するレ
ポートを作成する。

生活と電気４
（制御）

ロボットやシーケンス制御についての概要を説
明できる。

第１９回に関するレ
ポートを作成する。

生活と電気１
（電気機器）

モーターなどの電気機器についての概要を説明
できる。

第１６回に関するレ
ポートを作成する。

生活と電気２
（発変電）

発電方法やその仕組み、電気の送配電について
の概要を説明できる。

第１７回に関するレ
ポートを作成する。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）


